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第49回 GIF Policy 
Group Meeting：

5⽉27⽇にZoomを⽤いて、
GIFの政策グループ会合を⾏
いました。

テレ会議として設定したため、
議題を、GIFの⽅向性に関す
るもの（Policy Director及び
Vice-chairsのミッションにつ
いて）と各国の最新状況に絞
り込んだのですが、それでも
議論は⽩熱し、4時間30分と
予定の倍近い時間がかかりま
した。しかしながら、今後の
⾒通しに関する有意義な議論
ができていたことから、⽇本
が議⻑国になって1年半、GIF
の今後の⽅向性が参加各国に
浸透してきたのではないかと
思います。

なお、GIF関係者とは、主要
会議資料を共有しております
が、近⽇中にGIFイントラ
ページにも抜粋資料を掲載予
定です。本画像はイメージで
すので、資料詳細を確認した
い⽅は、そちらを参照してく
ださい。



[1] Report from the Policy Director at PG-49

GIFの議⻑インタビューにも記載
の通り、現在GIFのミッションは、
① GIF原⼦⼒システムの開発推

進（SFR, LFR, GFR, VHTR, 
SCWR, MSR）

② 安全設計の国際標準化と規制
への展開

③ 社会市場における魅⼒として
の原⼦炉システムの柔軟性の
向上

④ R＆D協⼒の⼀層の促進
⑤ GIF成果の世界への発信
という5ジャンルのミッションと
して再構成しています。

GIFの議⻑インタビュー：
https://www.youtube.com/ch
annel/UCUUBlUGLAISeUU5m
sbHFmxw/

① GIF原⼦⼒システムの開発推進
については、2014年の全6システ
ムの技術ロードマップ策定後、ナ
トリウム冷却炉に関して、
System Research Plan(r3.2）
が策定されたこと（2019年）、
VHTRとMSRの分野でもSystem 
Research Planの改定/策定が進
んでいることを紹介し、今後、公
開ベースの資料として、技術ロー
ドマップの改定を進めていきたい
旨説明し、賛同を得ました。
炉型により、設計進捗度合いは異
なるため、部分的なロードマップ
となる可能性もありますが、可能
な範囲で、将来像を具体的に⽰し
ていきたいと思っています。



②「安全設計の国際標準化と規制
への展開」、③「社会市場におけ
る魅⼒としての原⼦炉システムの
柔軟性の向上」、④「R＆D協⼒
の⼀層の促進」の分野は、既に⽶
仏韓の副議⻑ミッションとして設
定されているため、本会合では、
⑤「GIF成果の世界への発信」の
考え⽅を重点的に紹介しました。

GIFの成果分類と特徴、そして最
近の傾向を紹介したうえで、我々
が現在の混沌とした原⼦⼒情勢の
なかで、どのように成果の具体化
を進めているのかという視点例を
⽰しました。
また、最近取り組み始めている、
動画を⽤いたメッセージの発信例、
技術的内容のガイドブック化、
リーフレット化の例を紹介しまし
た。
この取り組みは、⽶が中⼼となり
推進しているGIF技術ウェビナー
の活動、NEA及びフランスが中
⼼となり進めているGIF公開
Websiteのアピール性向上及び英
語版GIFニュースレターの発⾏と
あわせ、拡⼤推進していくことに
なっています。
10⽉に仏で予定しているGIFの20
周年記念会合（PG-50)、12⽉に
同じく仏で開催予定のWorld 
Nuclear Exhibitionにむけて、こ
れらの活動を加速化していく予定
です。本ニュースレターでもまた
その様⼦を紹介したいと思ってい
ます。



なお、次のマイルストーンとなる
主要GIF会合は、7⽉8⽇に予定し
ていますGIF-IAEA interface 
tele meeting となります。

現在、鋭意、アジェンダ設定と参
加者調整、⽅向性・協⼒内容の協
議を進めております。

https://nucleus.iaea.org/sites
/htgr-kb/gif-
iaea/SitePages/14th%20GIF-
IAEA%20(2020).aspx



[2] Reports from the Vice chairs at PG-49

①⽶のMs. Caponiti副議⻑か
らは、GIF RSWGの最新活動
状況が報告されるとともに、
今後の安全分野におけるIAEA
との協⼒の⽅向性について、
その考え⽅が⽰されました。
現在IAEAが進めているSMR
の安全規制活動に関する
TECDOCの策定作業とGIFが
⽬指している第4世代炉に関
する安全基準の策定作業は、
共通する項⽬も多いため、今
後、GIF-IAEAの共同活動を実
施していくことになりました。
なお、本会合には、IAEAの
Mr. Hahn（Nuclear Power 
division director）も参加し
ており、IAEA側からもこの活
動に関する賛同の意思が表明
されております。

②また、仏のMr. Pivet副議⻑
からは、社会市場分野の活動
の⽅向性が⽰されるとともに、
③韓のMr. Baek副議⻑からは、
R&D協⼒に関するWhite 
Paperの検討/発⾏スケジュー
ル案と⽬次・構成案が⽰され
ました。



GIFの公開Website（https://www.gen-
4.org/）は、現在、GIFの最新状況をお
伝えすべく、OECD/NEAが鋭意改良中
です。2018年に開催されたGIF 
Symposiumに関するProceedingsが
Websiteで公開されるとともに、最新の
状況は、今年度4⽉より英語版GIFニュー
スレターとして毎⽉紹介されております。

GIF関係者には、メーリングリストにて、
内容のご紹介をしておりますが、本サイ
トからも閲覧することが可能です。

[3] GIF Public Website / GIF Newsletter


